
画
一

化
構
想
の

具
体
化
で

あ
っ

た
。

第
一

表
か
ら
も
、

い

か
に

徹
底
し
て

新
た
な
規
模
を
も
つ

行
政
区
画
の

設
定
が
お
こ

な
わ
れ
た
か
う
か
が
う
こ

と
が
で

き
よ
う
。

だ
か
ら
こ

そ
、

大
小
区
会
議
を
軸
に

し
た
足
柄
県
政
の

展
開
が
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
り
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
最
中
に
、

足
柄
県

の

廃
止
と
神
奈
川
県
へ

の

分
属
が
断
行
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、

伊
豆
と
相
模
の

二

州
の
一

体
化
に

苦
慮
し
な
が
ら
も
風
俗
を
矯
正
し
、

文
明
開
化
路
線
も
推
進
し
、

そ
れ
と
の

関
連
で

教
育
の

普
及
に

力
を
い

れ
て
い

た
柏
木
県
政
の

下
に
い

た
足
柄
県
民
に

と
っ

て

は
、

こ

の

廃
県
は
大

き
な
衝
撃
で

あ
っ

た
。

こ

れ
は
、

柏
木
が
廃
県
に

と
も
な
い

小
田
原
を
去
る
に

あ
た
っ

て
、

小
田
原
の

住
民
が
書
い

た
数
多
い

「
惜
別
」
の

文
章
か

ら
も
そ
の
一

端
を
う
か
が
う
こ

と
が
で

き
る
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
八
）。

足
柄
県
再
興
の

動
き

足
柄
県
の

廃
止
は
、

旧
藩
を
基
盤
と
し
た
統
治
圏
を
打
破
も
し
く
は
無
視
し
て

地
方
行
政
区
画
の

設
定
を
は
か
る
維
新
政

府
の

意
図
か
ら
引
き
起
こ

さ
れ
た
の

で

あ
る
。

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
七
月
の

廃
藩
置
県
の

時
点
で

は
、

全
国
で

三
府

三
百
二
県
存
在
し
て
い

た
が
、

足
柄
県
が
廃
止
さ
れ
た
一

八
七
六
年
に

は
、

三
府
三
十
五
県
に
ま
で

府
県
の

数
が
減
少
し
て
い

る
。

大
規
模
な
府
県
の

統
廃
合
が
短
い

期
間
で

お
こ

な
わ
れ
た
だ
け
に
、

そ
の

地
域
事
情
を
無
視
し
た
急
進
性
は
、

「
郡
区
町
村
編
制
法
」・
「
府
県
会

規
則
」・
「
地
方
税
規
則
」
か
ら
な
る
地
方
三
新
法
で

地
方
統
治
の

法
体
系
を
整
備
し
て
い

く
明
治
十
年
代
に
い

た
っ

て

表
面
化
し
て

く
る
。

各
地
の

分
県
運
動
は
、

府
県
会
を
中
心
舞
台
と
し
た
自
由
民
権
運
動
を
背
景
に
、

水
利
・

土
木
な
ど
地
域
的
な
利
害
を
め
ぐ
る
論
議
の

な
か
か
ら
、

あ
ら
た

め
て

「
自
治
」
を
要
求
す
る
と
い

う
意
味
あ
い

を
こ

め
て

噴
出
し
て

く
る
の

で

あ
る
。

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
三
月
、

小
田
原
の

吉
田
義
方
・

二
見
初
右
衛
門
・

今
井
徳
左
衛
門
・

寺
西
兵
吉
・

益
田
勘
左
衛
門
・

杉
本
近
義
を

総

代
と
す
る
相
模
国
足
柄
上
・

下
・

大
住
・

淘
綾
・

愛
甲
五
郡
二
駅
八
十
六
か

村
の

有
志
三
百
七
十
三
名
が
、

「
足
柄
県
再
興
建
白
書
」
を
元
老
院
議

長
大
木
喬
任
に

提
出
し
て
い

る
。

こ

の

事
実
は
、

た
ん
に

十
年
前
の

足
柄
県
廃
止
を
も
と
に
も
ど
し
、

県
の

再
興
を
は
か
る
と
い

う
意
味
あ
い

だ
け

で

は
な
く
、

す
で

に

述
べ

た
よ
う
に
、

明
治
十
年
代
全
国
各
地
に

う
ず
ま
い

て
い

た
「
分
県
願
」
と
同
一

の

性
格
を
は
ら
ん
で
い

た
と
み
て
よ
い
。
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一

八
八
六
年
と
い

え
ば
、

自
由
民
権
運
動
が
退
潮
し
て
い

る
時
期
で

あ
る
。

し
か
も
、

松
方
デ
フ

レ

政
策
に

よ
る
警
察
費
・

土
木
費
の

地
方
税
へ

の

全
面
的
な
移
管
と
、

地
租
割
を
制
限
し
て

戸
別
割
の

負

担
を
増
大
し
た
こ

と
か
ら
、

民
衆
の

負
担
は
増
加
し
、

生
活
は
深
刻
な
情
況
に

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
社
会
事
情
の

も
と
で
、

「
足
柄
県
再
興
建
白
書
」
が
提
出
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

こ
の

建
白
書
の

趣
旨
は
、

「
足
柄
県
ヲ

廃
シ

テ

伊
豆
ヲ

静
岡
県
ニ

併
ス

ヤ

之
ヲ

其
施
行
以
後
ノ

景
状
ニ

徴
ス

ル

ニ

地
勢
民
情
一

モ

其
可
ヲ

見
ス

賦
課
重
ク
シ

テ
其
利
薄
ク

国
力
漸
ク

衰
耗
ニ

趨
ク
ノ

勢
ア

リ
」（
資
料
編
11

近
代
・

現
代

⑴
九
）
と
、

ま
ず
伊
豆
の

国
の

現
況
を
述
べ
、

し

た
が
っ

て

「
豆
国
ノ

人
民
頃
日
頻
リ
ニ

静
岡
県
ヨ

リ

分
離
セ

ン

ト
欲
シ

テ
其
念
尤
モ

急
既
ニ

政
府
ニ

向
テ
神
奈
川
へ

転
管
ノ

事
ヲ

建
白
」
し
た
こ

と
は
、

伊

豆
の

国
の

人
び
と
に
と
っ

て
は
や
む
を
え
な
い

こ

と
で

あ
る
か

ら
、

「
観
察
シ

テ
之
ニ

処
ス

ル

方
法
」

は
「
害
ナ
ク
シ

テ
利
便
」
多
い

解
決
策
で

あ
る
足
柄
県
を
再
興
す
る
こ

と
で

あ
る
。

他
方
、

神
奈
川
県

の

場
合
、

「
其
県
治
ノ

眼
目
ハ

盍
シ

横
浜
ニ

在
テ
最
緊
要
ノ

時
務
悉
ク

之
ニ

係
ル

故
ニ

」
相
州
七
郡
を
割
い

て

も
、

「
其
体
面
ヲ

傷
ク
ル
ニ

至
ラ
サ

ル

」
こ

と
は
明
ら
か
だ
し
、

旧
足
柄
県
域
の

地
域
は
、

「
将
来
外
交
日
ニ

益
盛
ナ

レ

ハ

事
務
従
テ
区
部
ニ

繁
ヲ

加
へ

勢
自
ラ
郡
部
ニ

疎
ナ
ル

ナ
キ
ヲ

保
チ

難
カ
ラ
ン

」
と
述
べ
、

こ

の

点
は
「
未
必
ノ

勢
」
で

あ
る
か
ら
断
言
で

き
な
い

に

し
て

も
、

「
別
ニ

已
ム
ヘ

カ
ラ
サ
ル

事
由
ア
ツ

テ

郡
部
」
を

神
奈
川
県
か
ら
引
き
離
し
て

も
「
県
治
ニ

於
ケ
ル

寧
ロ

利
ア
ル

モ

何
ソ

其
レ

害
ア
ラ
ン

ヤ

」
と
、

旧
足
柄
県
域
の

神
奈
川
県
か
ら
の

分
離
が
、

神
奈

川
県
政
上
、

何
ら
支
障
を
き
た
さ
な
い

こ

と
を
強
調
し
て
い

る
。

し
か
も
「
豆
国
ノ

景
状
ヨ

リ
」
み
て

も
、

足
柄
県
の

再
興
を
は
か

る
こ

と

が
、

「
豆
相
目
下
ノ

急
務
」
で

あ
る
と
述
べ

て
い

る
。

足柄県再興建白書　小田原市立図書館蔵
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足
柄
県
再
興
の

動
き
は
、

建
白
書
で

述
べ

ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、

伊
豆
国
の

荒
廃
と
、

静
岡
県
か
ら
神
奈
川
県
へ

の

移
管
運
動
と
結
び
つ

き
な
が

ら
進
め
ら
れ
た
。

実
際
、

こ

の

建
白
書
の

提
出
さ
れ
る
三
年
前
の
一

八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
十
一

月
二
十
九
日
に

は
、

「
吉
田
義
方
寺
西
兵
吉
其
他
有
志
足
柄
県
再

興
を
発
起
し
出
願
を
豆
州
の

有
志
に

交
す
」（『
明
治
小
田
原
町
誌
』
上
）
と
い

う
事
実
も
記
録
さ
れ
て
い

る
。

伊
豆
国
の

荒
廃
に

名
を
か
り
た
足
柄
県

再
興
運
動
は
、

維
新
以
後
横
浜
を
中
心
と
し
て

急
激
な
「
近
代
化
」
の

途
上
に

あ
る
神
奈
川
県
東
部
に

対
す
る
小
田
原
を
中
心
と
す
る
地
域
の

命
運

を
か
け
た
方
策
で

あ
っ

た
（
内
田
哲
夫
「
足
柄
県
再
興
建
白
書
」『
倫
社
政
経
研
究
』
第
四
号
）。

第
二

節
　
地
租
改
正

一

　

地
租
改
正
実
施
へ

の

動
き

租
税
改
革
の

動
き

廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
、

こ

れ
ま
で

の

領
主
権
は
維
新
政
府
の

も
と
に

集
中
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、

従
来
の

諸
藩
の

貢
租
収
入

も
政
府
の

手
中
に

落
ち
た
。

し
か
し
各
藩
各
領
ば
ら
ば
ら
な
ま
ま
の

物
納
貢
租
で

は
、

有
効
な
政
治
支
配
を
お
こ

な
い
、

万

国
と
「
対
峙
」
す
る
に

た
る
よ
う
な
強
力
な
統
一

権
力
を
つ

く
り
出
し
て
い

く
の

に
は
、

あ
ま
り
に

も
経
済
的
基
盤
が
弱
か
っ

た
。

経
済
的
な
基
盤

を
安
定
さ
せ
る
こ

と
は
、

維
新
政
府
の

焦
眉
の

課
題
で

あ
っ

た
が
、

国
の

財
政
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
主
要
な
財
源
を
地
租
に

頼
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ

た
。

そ
の

た
め
に
、

土
地
領
有
制
を
廃
止
し
て

土
地
改
革
を
進
め
、

抜
本
的
な
租
税
制
度
の

改
革
を
お
こ

な
う
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て

い

た
の

で

あ
る
。
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学
制
改
革
、

徴
兵
制
と
な
ら
ん
で
、

地
租
改
正
が
、

維
新
政
府
の

三
大
改
革
の
一

つ

と
み
な
さ
れ
る
の

も
こ

の

た
め
で

あ
る
。

租
税
改
革
に
つ

い

て
は
、

版
籍
奉
還
前
後
か
ら
政
府
部
内
で

論
議
が
交
わ
さ
れ
て
い

た
。

『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
』（
以
下
『
基
礎
資
料
』

と
略
す
）
所
収
の

資
料
や
解
説
に

よ
っ

て

簡
単
に

述
べ

る
と
、

ま
ず
明
治
二

年
（
一

八
六
九
）、

制
度
寮
撰
修
神
田
孝
平
が
公
議
所
に

提
出
し
た
「
田

畑
売
買
許
可
ノ

議
」
と
い

う
意
見
書
の

な
か
に
、

租
税
改
革
へ

の

芽
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

神
田
は
、

そ
の

な
か
で

田
畑
売
買
の

許
可
と
、

沽
券
の

値
段
に

準
じ
て

租
税
を
お
さ
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
案
を
打
ち
だ
し
て
い

る
。

し
か
し
、

政
府
部
内
に

は
、

「
王
土
」
と
い

う
名
目
の

も
と
に

領
主
的

土
地
所
有
を
強
化
し
よ
う
と
い

う
意
見
も
強
く
、

ま
た
、

榎
本
武
楊
ら
が
蝦
夷
島
（
北
海
道
）
五
稜
郭
に

陣
取
っ

て
、

維
新
政
府
に

抵
抗
し
て
い

る

な
ど
、

政
府
は
維
新
の

混
乱
状
態
を
脱
却
す
る
見
通
し
が
た
た
な
か
っ

た
た
め
か
、

神
田
の

意
見
は
日
の

目
を
見
な
か
っ

た
。

実
際
、

こ

の

年
七
月

に

制
定
さ
れ
た
「
府
県
奉
職
規
則
」
を
み
て

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

租
税
改
革
を
お
こ

な
っ

て

政
権
の

基
礎
が
た
め
を
は
か
る
力
量
を
欠
い

て
い

た

の

で

あ
る
。

し
か
し
租
税
制
度
を
い

つ

ま
で

も
そ
の

ま
ま
に

し
て
い

く
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
三
月
、

神
田
は
、

集
議
判
官
と
し
て
、

あ
ら
た
め
て

「
田
租
改
革
建
議
」
を
お
こ

な
い
、

田
地
売
買
の

許
可
、

沽
券
の

交
付
、

地
租
金
納
を
主
張
し
た
。

こ

う
し
た
経
緯
を
た
ど
っ

て
、

翌

年
七
月
、

ク
ー
デ
タ
ー

ま
が
い

の

方
法
で

領
主
制
を
解
体
し
た
廃
藩
置
県
を
断
行
し
、

そ
の

直
後
の

九
月
に

大
蔵
卿
大
久
保
利
通
ら
は
、

ほ
ぼ
神
田

の

建
議
し
て
い

る
線
で
、

「
簡
易
ノ

収
税
法
」
を
定
め
る
と
い

う
こ

と
で
、

地
租
改
正
へ

と
ふ
み
切
っ

た
と
い

わ
れ
る
。

明
治
五
年
五
月
に

は
、

当

時
神
奈
川
県
令
で

あ
っ

た
陸
奥
宗
光
が
、

「
田
租
改
正
建
議
」
を
提
出
し
て
、

「
一

切
ノ

旧
法
ヲ

廃
除
シ

現
在
田
畑
ノ

実
価
ニ

従
ヒ

其
幾
分
ヲ

課
シ

年

期
ヲ

定
メ

地
租
ニ

充
ン

ト
ス

」
と
主
張
し
て
、

地
租
を
百
分
の

五
と
す
る
仮
定
案
を
献
策
し
て
い

る
。

と
こ

ろ
で

地
租
改
正
条
例
の

公
布
は
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
で

あ
る
が
、

そ
の

前
提
と
な
っ

た
一

連
の

措
置
が
矢
つ

ぎ
ば
や
に

打
ち
だ
さ
れ

る
。
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ま
ず
、

畑
方
の

石
代
納
を
、

明
治
三
年
に

指
示
し
、

田
方
の

石
代
納
を
明
治
五
年
に

許
可
す
る
な
ど
、

租
税
を
金
納
制
へ

移
行
さ
せ
る
政
策
を
打

ち
だ
し
、

他
方
、

農
業
と
の

関
連
で

は
明
治
四
年
の
一

般
農
民
の

米
販
売
許
可
・

田
畑
勝
手
作
許
可
・

明
治
五
年
の

土
地
永
代
売
買
禁
制
の

二
百
三

十
年
ぶ
り
の

解
禁
・

農
民
間
の

身
分
制
禁
止
と
職
業
の

自
由
の

許
可
な
ど
で

あ
る
。

こ

れ
ら
の
一

連
の

政
策
を
前
提
に

し
て

地
租
改
正
条
例
が
公
布

さ
れ
た
の

で

あ
る
。

神
奈
川
・

足
柄
両
県

の
壬
申
地
券
の
交
付

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
か
ら
五
年
に

か

け
て
、

維
新
政
府
は
無
税
の

市
街
地
か
ら
、

順
次
郡
村
地
へ

地
券
を
発
行
し

て
い

っ

た
。

明
治
五
年
大
蔵
省
達
第
二
五
号
「
地
所
売
買
譲
渡
ニ

付
地
券
渡
方
規
則
」
に
よ
っ

て

地
券
制
度
が
実
施
さ

れ
た
。

こ

の

地
券
の

発
行
は
、

地
租
の

収
納
を
目
的
と
し
た
も
の

で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の

所
有
地
の

沽
券
を
改
め
、

地
租
改
正
へ

の

準
備
作
業
と

し
て
お
こ

な
わ
れ
た
の

で

あ
っ

た
と
い

え
る
。

こ

の

年
七
月
、

大
蔵
省
達
第
八
三
号
を
も
っ

て
、

土
地
の

売
買
に

関
係
な
く
全
国
の

土
地
に

あ
ま
す

と
こ

ろ
な
く
地
券
を
交
付
す
る
こ

と
と
な
る
。

こ

の

年
が
、

干
支
の

壬
申
に

あ
た
っ

て
い

る
こ

と
か
ら
、

こ

の

地
券
が
「
壬
申
地
券
」
と
い

わ
れ
る

の

で

あ
る
。

こ

の

地
券
交
付
は
、

大
蔵
省
の

「
農
民
苛
酷
ニ

苦
シ

」
ま
ぬ
よ
う
地
租
を
平
準
化
し
、

土
地
「
検
査
ノ

労
ヲ

省
」
・

「
簡
易
ノ

収
税
法
」
を
設
け
よ

う
と
す
る
方
針
に

基
づ
い

て
お
こ

な
わ
れ
た
（『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
七
巻
、

以
下
『
集
成
』
と

略
す
）。

ま
ず
土
地
売
買
を
解
禁
し
、

そ
の

売
買
価
格
を
も
と
に

し
て

地
券
を
交
付
し
、

そ
の

調
査
に

よ
っ

て

全
国
の

総
地
価
が
明
ら
か
と
な
っ

た
と
こ

ろ
で
、

租
税
改
革
を
断
行
し
よ
う
と
い

う
意
図
を
持
っ

て
い

た
よ
う
で

あ
る
。

壬
申
地
券
の

交
付
事
業
が
、

広
く
開
始
さ
れ
る
の

は
、

神
奈
川
県
・

足
柄
県
と
も
に
、

明
治
五
年
の

後
半
か
ら
で

あ
る
。

こ

の

年
七
月
、

神
奈
川

県
は
、

橘
樹
郡
市
場
村
（
現
在

横
浜
市
鶴
見
区
）
の

添
田
知
通
を
地
券
取
調
掛
附
属
等
外
一

等
に

登
用
し
、

足
柄
県
で

は
、

地
券
取
調
掛
を
人
民
の

選
挙
に
よ
っ

て

設
け
る
こ

と
と
し
て
、

壬
申
地
券
の

交
付
作
業
を
進
め
て
い

く
の

で

あ
る
。
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租
税
改
革
の

断
行
を
将
来
に
お
こ

な
う
こ

と

を

意
図
し
て
い

た
地
券
交
付
の

事
業

は
、

一

般
の

農
民
に
と
っ

て
は
、

租
税
改
革
の

内
容
が
わ
か
ら
な
い

だ
け
に
、

「
此
布

告
前
、

流
言
ニ

ビ
ッ

ク

リ
箱
ト
言
箱
ヲ

朝
廷
ヨ

リ
戸
長
へ

渡
シ
、

此
フ

タ
ヲ

開
ケ
レ

バ

ビ
ッ

ク

リ
ス

ル

箇
条
ア
リ
ト
言
風
説
専
ラ

」
と
い

う
情
況
の

も
と
で

進
め
ら
れ
た
よ
う

で

あ
る
（『
八
王
子
市
史
』）。

将
来
に
お
け
る

地
租
改
正
の

実
施
意
図
の

あ
っ

た
こ

と

は
、

こ

の

年
十
月
、

足
柄
県
の

地
券
取
調
御
用
掛
に

与
え
た
「
申
渡
し
」
の

な
か
で
、

地
券
発
行
の

趣
旨
は
、

所
有
権
の

強
化
、

田
畑
耕
種
の

自
由
、

生
産
の

向
上
等
の

効
用

が
あ
る
と
し
、

さ
ら
に
つ

ぎ
の

よ
う
に

述
べ

て
い

る
こ

と
か
ら
も
う
か
が
う
こ

と
が
で

き
る
。

「
全
国
地
券
定
リ
シ

後
ハ

、

従
前
ノ

租
法
ヲ

廃
シ
、

地
ノ

実
価
ヲ

以
テ

基
本
ト
ナ
シ
、

其
部
分

ヲ

政
府
へ

納
メ
、

検
地
ノ

伸
縮
又
ハ

往
昔
ノ

肥
瘠
ヲ

異
ニ

シ
、

其
他
種
々

錯
乱
不
公
平
ナ
ル

ヲ

斉
平
均
一

ニ

ス

ル

ノ

御
改
正
可
レ

被
二

仰
出
一

哉
モ

難
レ

計
、

此
義
ハ

各
心
得
迄
ニ

申
聞
候
間
、

地

券
取
調
ト

混
淆
不
二

相
成
一

様
可
二

心
得
一

候
」（『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
一

巻
）

将
来
に
お
け
る
公
平
均
一

の

地
価
賦
税
を
実
施
す
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い

る
の

で

あ

る
（
原
口

清
『
明
治
前
期
政
治
史
研
究
』
上
巻
）。
し
か
も
、

地
券
下
付
に

関
す
る
調
査
に

あ
た
っ

て
は
、

た
と
え
ば
、

神
奈
川
県
下
の

あ
る
村
で

は
反

別
の

「
実
地
御
調
」
に

基
づ
く
増
減
な
ど
に
つ

い

て

は
「
彼
是
云
々

申
ス

間
敷
」
と
い

う
「
村
議
定
」
を
取
り
か
わ
し
た
う
え
で

事
業
が
開
始
さ
れ

て
い

た
。

そ
こ

で

は
、

地
代
金
の

決
定
も
村
内
至
当
の

方
法
に
よ
っ

た
場
合
は
、

異
議
を
申
し
立
て

る
こ

と
は
し
な
い
。

そ
の

結
果
、

税
制
改
革
が

地券心得書の一部（1873年12月15日付県庁達）
神奈川県立文化資料館蔵
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お
こ

な
わ
れ
た
と
し
て

も
、

「
国
内
一

般
之
御
規
則
」
で

あ
る
か
ら
、

「
是
又
無
異
変
御
上
納
可
仕
事
」
と
さ
れ
て
い

た
。

さ
ら
に
、

質
地
に

よ
る
土
地
移
動
は
、

質
取
主
が
地
券
を
請
け
る
こ

と
な
ど
を
「
村
議
定
」
と
し
て

定
め
て
い

る
こ

と
に

も
、

こ

の

地
券
交
付
の

特
徴
を
読
み
と
る
こ

と
が
で

き
る
。

地
券
に

記
載
す
る
土
地
の

面
積
と
地
代
金
を
確
定
し
、

そ
の

う
え
で
、

地
券
の

租
税
を
お
さ
め
る
義
務
の

所
在

を
示
す
機
能
と
関
係
し
て
、

税
制
改
革
へ

の

心
構
え
を
強
調
し
、

土
地
移
動
に

か
か
わ
る
所
有
権
の

帰
属
を
は
っ

き
り
と
さ
せ

た
の

で

あ
る
（『
八
王

子
市
史
』）。

こ

の

よ
う
に

し
て
、

壬
申
地
券
の

下
付
に

関
す
る
調
査
が
進
め
ら
れ
、

足
柄
県
の

場
合
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
六
月
に

は

調
査
を
終
了
し
、

地
券
発
行
に

着
手
し
た
が
、

こ

の

年
九
月
、

権
令
柏
木
忠
俊
が
租
税
権
頭
松
方
正
義
に

あ
て

た
「
地
租
改
正
事
業
着
手
準
備
進
行
状
況
に

関
す
る
回

答
書
」
に
よ
る
と
、

地
券
発
行
の

現
状
は
、

足
柄
県
管
下
の

ほ
ぼ
半
分
は
終
了
し
、

年
内
に

は
す
べ

て

終
了
さ
せ
る
見
込
み
で

あ
る
と
報
告
し
て
い

る
。

実
際
、

十
一

月
に

は
、

全
体
の

十
分
の

九
ま
で

終
了
さ
せ

て

い

る
（
原
口

清
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
』
上
巻
）。

神
奈
川
県
で

は
、

お
そ
ら

く
一

八
七
三
年
四
月
の

地
方
官
会
議
に

向
け
て

の

報
告
書
と
思
わ
れ
る
、

県
参
事
高
木
久
成
か
ら
大
蔵
大
輔
井
上
馨
あ
て

「
地
方
之
儀
ニ

付
申
上
候

書
付
扣
」
と
い

う
文
書
に
よ
っ

て

み
て

も
、

武
蔵
・

相
模
両
国
八
百
九
十
五
か
村
の

う
ち
、

地
券
下
付
ず
み
の

村
は
、

三
百
五
十
五
か
村
に

し
か
過

ぎ
な
い

（『
横
浜
市
史
』
第
三
巻
下
）。

地
券
の

交
付
状
況
か
ら
み
て

も
、

全
国
一

般
の

土
地
に

く
ま
な
く

私
的
土
地
所
有
権
を
設
定
す
る
と
い

う
意
図

は
そ
う
簡
単
に

実
現
さ
れ
て
い

っ

た
の

で
は
な
い
。

し
か
も
、

私
的
土
地
所
有
権
の

設
定
も
、

た
と
え
ば
、

土
地
調
査
の

方
法
が
、

従
来
の

検
地
帳

を
標
準
と
し
て
い

る
し
、

土
地
丈
量
の

単
位
も
統
一

さ
れ
て
い

な
い

な
ど
、

厳
密
な
調
査
で

は
な
か
っ

た
よ
う
に
、

き
わ
め
て

形
式
的
な
も
の
で

あ

っ

た
。

そ
れ
だ
け
に
、

土
地
所
有
者
の

租
税
負
担
の

義
務
だ
け
が
明
ら
か

に

さ
れ
た
の

が
、

壬
申
地
券
の

交
付
で

あ
っ

た
と
み
る
こ

と
も
で

き
る

（『
八
王
子
市
史
』）。

こ

の

よ
う
な
地
券
交
付
の

状
況
か
ら
、

維
新
政
府
と
し
て

は
、

地
券
の

交
付
か
ら
新
た
な
租
税
制
度
の

改
革
を
目
ざ
す
地
租
改
正
事
業
に

着
手
し
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実
行
す
る
見
通
し
を
つ

け
る
こ

と
も
容
易
で
は
な
か
っ

た
。

一

八
七
三
年
四
月
、

大
蔵
省
は
地
方
官
を
東
京
に

集
め
て
、

討
論
を
か

さ
ね

た
末
に

「
地
券
税
法
」
の

実
施
を
決
定
し
、

租
税
寮
作
成
の

原
案
を
審
議
し
、

成
案
を
え
て
、

一

八
七
三
年
七
月
二
十
八
日
、

太
政
官
布
告
第
二

七

二

号

「
地
租
改
正
条
例
」
を
公
布
し
た
の

で

あ
る
。

二
　
神
奈
川
県
下
の

地
租
改
正

地
租
改
正
事
業

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
七
月
二
十
八
日
、

太
政
官
布
告
第
二
七
二
号
を
も
っ

て

公
布
さ
れ
た
「
地
租
改
正
条
例
」
は
、

旧
来

の

貢
租
制
を
廃
止
し
、

全
国
的
規
模
で

私
有
地
の

「
地
押
文
量
」
を
お

こ

な
い
、

反
別
に
よ
る
所
有
規
模
（
地
積
）
を
定
め
、

地
位
等
級
や
収
穫
高
に

基
づ
い

て

地
価
を
決
定
し
、

そ
の

地
価
の

百
分
の

三
を
新
し
い

地
租
率
と
し
て

土
地
所
有
者
に

金
納
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の

で

あ
る
。

神
奈
川
県
は
、

一

八
七
四
年
三
月
、

県
令
中
島
信
行
の

名
で
、

大
蔵
省
達
番
外
「
地
租
改
正
施
行
規
則
」
を
県
下
に

布
達
し
、

ま
た
三
月

三
十
一

日
に
は
三
十
四
か
条
か
ら
な
る
「
反
別
地
価
等
級
書
上
方
心
得
書
」
を
布
告
し
て
、

改
租
事
業
に

着
手
す
る
。

足
柄
県
で

も
一

八
七
四
年
三

月
十
七
日
付
で
、

管
下
に

地
租
改
正
事
業
の

着
手
を
布
告
し
た
。

以
後
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
九
月
、

山
林
原
野
・

雑
地
・

市
街
地
へ

の

新
税
施

行
伺
が
許
可
さ
れ
る
ま
で
の

六
年
六
か
月
に
わ
た
っ

て

本
格
的
な
地
租
改
正
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

こ

の

事
業
の

直
接
の

前
提
と
も
な
っ

た
壬
申
地

券
の

交
付
も
含
め
る
と
、

明
治
五
年
七
月
以
降
、

八
年
二
か

月
に
お
よ
ぶ
。

こ

の

改
正
事
業
の

経
緯
に
つ

い

て
は
、

『
横
浜
市
史
』
第
三
巻
下
、

渡
辺

隆
喜
「
神
奈
川
県
地
租
改
正
事
業
の

特
色
」（「
神
奈
川
県
史
研
究

」
第4
号

）
な
ど
で

と

り
あ
げ
て
い

る
し
、

『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編6

近
代
・

現

代
⑶
で
、

こ

の

時
期
の

神
奈
川
県
の

政
治
・

経
済
に
し
め
る
地
租
改
正
事
業
の

意
味
を
明
ら
か
に

す
る
の

で
、

こ

こ

で

は
、

主
と
し
て
、

耕
宅
地
の

地
租
改
正
の

実
施
過
程
に

限
っ

て
、

改
正
事
業
の

進
行
状
態
の
一

端
を
み
て
い

く
こ

と
に

す
る
。
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「
地
租
改
正
条
例

」
が
公
布
さ
れ
て
八
か

月
後
の
一

八
七
四
年
三
月
、

大
蔵
省
達
「
地
租
改
正
施
行
規
則

」・
県
達
「
反
別
地
価
等
級
書
上
方
心

得
書
」
が
、

県
下
に

布
達
さ
れ
、

地
券
交
付
に

か
わ
っ

て

地
価
取
調
べ

の

方
針
が
打
ち
だ
さ
れ
て
、

改
正
事
業
の

要
領
が
整
え
ら
れ
て
い

っ

た
。

三

十
四
か
条
か
ら
な
る
「
反
別
地
価
等
級
書
上
方
心
得
書

」
は
、

ま
ず
「
反
別
ノ

儀
舊
帳
簿
面
ニ

不
拘
銘
々

持
地
現
在
ノ

有
リ
歩
名
称
等
正
実
ニ

可
書

上
事
」
と
、

旧
来
の

土
地
制
度
の

廃
棄
を
表
明
し
て
い

る
。

検
地
帳
に

基
準
し
た
土
地
所
有
者
の

み
に

交
付
さ
れ
た
壬
申
地
券
と
は
明
ら
か
に

ち
が

っ

て
い

た
。

こ

の

反
別
調
査
は
「
縦
繩
横
繩
ヲ

以
間
数
ヲ

量
リ
現
反
別
ヲ

算
出

」
す
る
十
字
法
に

よ
っ

て
お
こ

な
う
こ

と

と

さ
れ
た
（
六
月
に
一

間

六
尺
に

統
一

さ
れ
る

）。
収
穫
米
は
田
の

場
合
、

豊
凶
年
で

は
な
く
「
其
土
地
相
当
ノ

登
量
ヲ

得
タ
ル

年
柄
ヲ

」
め

や
す
に

記
載
す
べ

き
こ

と
、

畑
は

「
各
種
ノ

産
物
其
量
数
ノ

詳
ナ
ル
ハ

悉
ク

記
載
」
し
、

数
量
の

記
載
が
む
ず
か
し
い

も
の

は
「
収
利
の

代
金
」
を
記
載
す
る
こ

と

を
命
じ
て
い

た
。

そ
し
て

地
価
の

算
定
は
、

「
地
代
金
ハ

一

ケ
年
取
入
高
ノ

中
地
租
ト
村
費
ト
ヲ

引
去
リ
全
ク

地
主
の

所
得
ト
ナ

ル

ヘ

キ
米
金
ヲ

以
テ
地
価
何
程
ト
見

込

」
を
た
て

る
こ

と
と
規
定
さ
れ
て
、

自
作
地
方
式
に

よ
る
地
価
調
査
の

方
針
が
示
さ
れ
て
い

る
。

だ
が
、

実
際
に
は
、

当
時
の

神
奈
川
県
だ
け
で

な
く
ど
こ

で

も
、

土
地
売
買
の

禁
制
が
解
か
れ
た
直
後
で

あ
っ

た
た
め
、

売
買
価
格
を
地
価
と

す
る
こ

と

は

む
ず
か
し
い

実
情
が
あ
っ

た
。

そ
こ

で
、

地
主
小
作
間
に

形
成
さ
れ
て
い

た
価
格
、

つ

ま
り
小
作
料
を
地
価
算
定
の

基
準
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
。

改
租
事
業
と
地
価
算
定

こ

の

「
心
得
書
」
の

布
達
に

基
づ
い

て
、

地
租
改
正
の

第
一

歩
は
、

ま
ず
土
地
の

所
在
を
明
ら
か
に

す
る
こ

と
か
ら
は

じ
ま
る
の
で

あ
る
が
、

こ

の

「
心
得
書
」
の

前
文
で

従
来
の

貢
租
制
度
の

不
合
理
、

不
均
等
を
つ

い

て
、

「
名
実
相
失

」

し
て
い

る
現
状
を
「
洗
鋤
シ

賦
ニ

厚
薄
ノ

弊
ナ
ク

民
ニ

労
逸
ノ

偏
ナ
カ
ラ
シ

メ

ン

」
た
め
に

地
租
改
正
法
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
を
強
調
し
、

反
別
地

価
の

取
調
べ

は
「
正
路
ニ

可
書
出

」
こ

と
を
命
令
し
て
い

た
。

た
し
か
に
、

旧
来
の

検
地
帳
や
石
高
制
の

不
合
理
・

不
均
等
に
、

不
満
を
い

だ
い

て

い

た
農
民
の

心
情
を
く
す
ぐ
る
要
素
を
備
え
て
い

た
。

一

村
全
域
に

わ
た
る
土
地
調
査
の

進
行
が
、

農
民
た
ち
の

財
政
負
担
・

労
務
提
供
な
ど
に
よ

っ

て

支
え
ら
れ
て

進
め
ら
れ
た
し
、

し
か
も
、「
官
が
直
接
に

土
地
調
査
を
な
さ
ず
人
民
に

や
ら
せ
る

」
方
式
を
と
っ

た
こ

と
が
、

地
租
改
正
事
業
成
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功
の

重
要
な
原
因
で

あ
る
と
い

わ
れ
て
い

る
（
福
島
正
夫
『
地

租
改
正

』）。

実
際
、

地
租
改
正
取
調
総
代
人
・

区
戸
長
・

村
用

掛
な
ど
に

任
命
さ
れ
た
上
層
農
民
た
ち
は
、

地
租
改
正
の

政

策
遂
行
の

矢
面
に

た
た
さ
れ
る
と
同
時
に
、

日
常
的
に

接
触

を
も
っ

て
い

る
耕
作
農
民
の

経
済
上
の

苦
労
や
悩
み
、

あ
る

い

は
地
域
の

利
害
関
係
を
分
け
合
う
立
場
に
い

た
。

そ
う
し

た
板
ば
さ
み
の

な
か
で
、

後
で

述
べ

る
よ
う
に
、

地
域
の

生

産
事
情
の

実
態
を
反
映
さ
せ
る
地
価
算
定
方
式
を
あ
み
だ
し

た
り
、

あ
る
い

は
、

県
が
押
し
つ

け
る
査
定
収
穫
量
に

反
発

し
て
、

嘆
願
運
動
の

先
頭
に

立
つ

な
ど
し
て
、

地
租
改
正
事
業
に

問
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
の

で

あ
る
。

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
三
月
の

「
心
得
書
」
を
き
っ

か
け
と
し
て
、

地
租
改
正
事
業
は
本
格
的
に

実
施
さ
れ
て

い

く
。

こ

の

年
六
月
、

県
達
第

一

九
一

号
で

「
地
租
改
正
取
調
総
代
人

」
の

制
度
を
設
け
、

総
代
人
に

各
大
区
の

区
長
あ
る
い

は
副
区
長
を
任
命
し
、

各
小
区
の

戸
長
に
は
地
租
改

正
の

「
専
務
」
を
命
じ
て
、

大
区
・

小
区
の

地
方
行
政
機
構
と
一

体
と
な
っ

た
強
力
な
地
租
改
正
事
業
推
進
体
制
を
作
り
出
し
て
い

く
の

で

あ
る
。

七
月
に
は
、

地
租
改
正
着
手
方
法
を
協
議
す
る
大
区
会
が

開
催
さ
れ
、

戸
長
た
ち
は
早
期
着
手
を
申
し
合
わ
せ
て
い

る
。

そ
し
て

数
日
後
に
は
、

県

の

検
査
官
が
、

巡
回
先
の

村
々

で
、

地
引
絵
図
の

作
成
の

「
糴
立

」、
す
な
わ
ち
督
励
を
し
て

歩
い

て
い

る
。

地
引
絵
図
の

作
成
は
、

七
月
か

ら

十

月
ご
ろ
に

か
け
て

県
下
の

各
村
で

開
始
さ
れ
た（『
八
王
子
市
史

』、『
町
田
市
史

』）。
こ

の

地
引
絵
図
の

作
成
作
業
は
難
渋
し
た
。

前
に

述
べ

た
添
田
知

通
を
こ

の

年
五
月
、

県
権
大
属
に

抜
て

き
し
、

地
租
改
正
掛
を
担
当
さ
せ
て
、

彼
を
中
心
と
す
る
九
人
の
メ

ン
バ

ー

が
地
引
絵
図
作
成
の

指
導
と
助

第4表　最初の地租改正取調総代人

『神奈川県達』第191号・1874年6月による
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言
に

県
下
の

村
々

を
巡
回
し
、

絵
図
の

「
仕
立
又
ハ

製
シ

方
」
な
ど
を
「
伝
習
」
し
た
り
、

戸
長
ら
を
立
ち
合
わ
せ
て

絵
図
を
調
製
す
る
な
ど
、

も

っ

ぱ
ら
「
協
和
尽
力
」
を
第
一

と
し
て
こ

の

作
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

た
。

地
引
絵
図
の

編
製
に
つ

い

て

は
、

添
田
ら
の

回
村
を
も
っ

て

し
て

も

実
に

容
易
な
こ

と
で

は
な
く
、

「
地
引
切
絵
図
」
の

差
し
だ
し
に
つ

い

て

も
、

「
出
来
兼
候
村
村
江
者
滞
留
之
上
受
取
候
積
」
と
の

激
し
い

督
促
を
お

こ

な
っ

て
い

た
。

た
と
え
ば
、

第
五
大
区
（
現
在

川
崎
市
域
北
西
部
三
十
七
か
村
）
の

地
引
絵
図
作
成
作
業
は
、

一

八
七
四
年
八
月
か

ら

開
始
さ
れ
、

日
程
ど
お

り
に

完
成
さ
せ
る
と
い

う
請
書
が
村
々

か

ら
添
田
ら
に
差
し
だ
さ
れ
、

添
田
ら
も
年
内
に

全
図
の

編
製
を
め
ざ
し
て
、

た
び
た
び
第
五
大

区
を
巡
回
し
た
け
れ
ど
も
、

翌
年
の
一

八
七
五
年
四
月
に

な
っ

て

も
、

ま
だ
七
か
村
の

地
引
絵
図
が

調
製
さ
れ

て

い

な
か
っ

た
（『
小
林
孝
雄
『
神
奈

川
の

夜
明
け
』、
『
町
田
市
史
』
）。

地
引
絵
図
の

作
成
ひ
と
つ

を
と
っ

て

み
て

も
、

い

か
に

地
租
改
正
事
業
は
、

困
難
を
き
わ
め

て

い

た
か
が
わ
か
る
。

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年

八
月
六
日
付
の

県
か
ら
地
租
改
正
事
務
局
へ

あ
て

た
新
租
施
行
の

許
可
願
の

伺
書
に
、

「
夫
レ

地
租
改
正
ノ

要
領
ハ

地
価
昂
低
ノ

算
量
上
ヨ

リ

出
ル

租
額
ヲ

以
テ
シ
、

敢
テ
反
別
エ

賦
課
ス

ル

ニ

非
レ

ハ

地
図
編
製
反
別
丈
量
ハ

最
以
テ
細
密
ヲ

要
ス

等
反
覆
説
示
セ

シ
ニ

村
民
各
其
旨
ヲ

了
得
シ

競
テ

達
成
ヲ

企
望
ス

ル

ノ

機
勢
ニ

進
ミ

」（『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
』
下
巻
）
と
あ
っ

て
、

何
も
か
も
う
ま
く
進
ん
だ
か
の

よ
う
な
こ

と
を
書
い

て
い

る
が
、

事
実
は
違
っ

て
い

た
。

一

八
七
五
年
三
月
、

県
令
中
島
信
行
は
県
達
地
租
改
正
第
弐
号
を
も
っ

て
、

区
長
・

戸
長
ら
に

た
い

し
て
、

つ

ぎ
の

よ
う
な
指
示
を
出
し
て
い

る
。

「
在
中
ニ

於
テ

芝
居
手
踊
相
樸
興
行
等
願
ニ

因
テ
聞
届
候
儀
之
処
方
今
地
租
改
正
ハ

民
家
大
事
業
ニ

テ

村
民
緊
要
ノ

義
務
ニ

候
処
ケ

所
々

ニ

於
テ

右
体
人
寄
催
会
有

之
候
ヨ

リ
彼
我
誘
ヒ

合
見
物
ニ

罷
出
調
査
担
当
ノ

モ

ノ
ニ

至
迄
自
然
怠
惰
ノ

障
碍
ヲ

及
シ

候
趣
相
聞
以
ノ

外
ノ

儀
ニ

付
改
正
卒
業
ニ

至
迄
ハ

書
面
興
行
ハ

勿
論
総
テ

人
寄
ケ

間
敷
義
難
相
成
此
旨
相
達
候
事
」

地
租
改
正
の

重
要
性
を
「
村
民
緊
要
ノ

義
務
」
と
し
て
、

県
下
の

村
々

に

意
識
さ
せ
、

地
租
改
正
事
業
の

遅
滞
を
と
り
も
ど
そ
う
と
い

う
県
の

意
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